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論 文 内 容 の 要 旨 
 本研究は、地形学と第四紀地質学の手法をもちいて、中国山地の山腹・山麓・盆地地域に分布する緩斜面の
地形発達史を明らかにしたものである。 
 はじめに、津山盆地東部を模式地として、空中写真による地形判読をおこない、現地調査で地形面構成層を
記載した。つぎに、地形面・構成物の層序関係、分布するテフラの岩石記載的性質、テフラ中の強磁性鉱物粒
子、岩相などにもとづいて近隣地域のテフラや広域テフラとの対比をおこない、地形面の形成期を推定した。 
 さらに、地形面形成期と深海底の酸素同位体比曲線との対比、検出した花粉化石組成な 
どから地形面形成期の古環境を議論し、次のように結論した。 
（1）津山盆地東部に発達する緩斜面は、11期の形成時期に区分でき、形成過程の異なる複数種の堆積性斜面か
ら構成される。 
（2）津山盆地では６種のテフラの分布が確認され、このうち日本原テフラは大山奥津軽石に、成松川テフラは
大山別所軽石と大阪市住吉区の浅香火山灰に対比できる。また、滝川テフラは、岡山県加茂町細池湿原のHs-2、
兵庫県揖保川町の揖保川テフラに対比できる。 
（3）中国山地に分布する緩斜面地形は、その形成過程に古気候環境が強く関与した気候地形の性格をもち、間
氷期→氷期→後氷期（間氷期）という気候変化に対応して、山腹・山麓地域とその下流側の盆地地域で、堆積
作用と侵食作用が反相関的に繰り返された。すなわち、寒冷期には、山体からの岩屑供給量が増え、山腹・山
麓地域で堆積が進み傾斜度の大きい堆積性緩斜面が形成されたが、盆地地域では、上流域から供給される土砂
量の減少によって下刻が進行した。温暖期はこの反対の現象が生じる。古気候の変化にともなって堆積場での
堆積が終了した時点で、直前の堆積面が地形面となる。 
（4）海水準変動の影響を直接受けない中国山地の内陸部においても、古気候変化が強く関与した地形は一般に
見られ、同一水系だけでなく、異なる水系に位置する山体の山麓や盆地などでもそれぞれ対比可能な地形面が
発達する。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
山地には山麓緩斜面や段丘面などが発達するが、それらの形成期や形成過程は充分に解明されておらず、形
成環境を議論した研究もほとんどなかった。筆者は、山腹・山麓地域と盆地地域の地形発達を相互関連的な視
点で捉え、地形学および第四紀地質学の手法を用いて緩斜面地形発達史の解明を目指した。研究では中国山地
津山盆地を模式地として、地形・地質調査と空中写真判読によって地形・岩相層序を組み立て、テフラ分析と
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14C年代測定によって緩斜面形成時期を詳しく検討した。 
 その結果、津山盆地など中国山地に発達する緩斜面は、形成期・形成過程の異なる複数の堆積性斜面から構
成され、形成時期は少なくとも11期に分類できること、これらの地形面は古気候変動の影響を強く受け形成さ
れたことを明らかにした。さらに、山腹・山麓地域と盆地地域の緩斜面地形形成過程を比較し、寒冷期には、
山腹・山麓地域では山体からの岩屑供給量が増大し降水量減少による下刻作用の減衰も加わって堆積が進み、
比較的傾斜度の大きい堆積性緩斜面が形成されるが、山体下方の盆地地域では、上流域からの土砂供給量が減
少することによって下刻が進行すること、一方、温暖期には、山腹・山麓地域では岩屑供給量の減少と降水・
流水量の増加によって下刻が進み、侵食された土砂は河川流水によって運搬され、山体下方の盆地地域に堆積
して平滑で緩やかな堆積面が形成されることを指摘した。 
 以上のように地形・地質学的データに基づいて、山地緩斜面の形成期・形成機構・形成環境を詳細に解明し
た本研究は、第四紀学の進展におおいに貢献するものであり、博士（理学）の学位を授与するに値するものと
認める。 
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